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市
発
足
以
来
、
毎
年
開
催
を

し
て
い
る
畜
産
共
進
会
も
、
回

を
重
ね
る
と
共
に
、
畜
産
全
般

に
向
上
し
つ
L

あ
り
、
今
秋
は

一
北
陸
三
県
畜
産
共
進
会
が
本
県

一
で
、
叉
全
国
豚
共
進
会
は
千
葉

一
県
成
田
市
に
お
い
て
開
催
さ
れ

一
る
予
定
で
あ
り
ま
す
が
、

当
市

一
か
ら
も
、

是
非
出
品
し
た
い
も

一
の
で
す
。
今
年
の
共
進
会
は、

一
左
記
に
よ
り
開
催
さ
れ
る
予
定

一
で
す
か
ら
、
杭
々
出
品
さ
れ
る

一ょ
う
御
准
備
下
さ
い
。

〉
一

一
、
期
日

け
一

昭
和
三
十
一

年
八
月
三
十
日

二、

会
場

(昭和27~f9月13日)
第三種郵便物認可/

し、

利
用
下
さ
し、

魚
津
市
、
家
畜
市
場

三
、
出
品
種
目

乳
牛
一

O

照

二

O

四
、
出
品
純
閲

和
牛
二

O

種
豚
二

O

に
よ
り
、

各
地
区
土
壌
の
生

産
力
検
定
を
実
施
し
て
ま
す

同
試
験
闘
場
約
六

O
O坪
で
、

現
在
次
の
試
験
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

L
水
稲
指
導
基
礎
試
験

l¥ 

月

三

十

日

家

畜

市

場

で

し 者飼 し 出
た に養 、品
もお す市 区
のいる内域
でて家には
す六 畜居
。ケに住魚
月 しす 津
以てる市
上、も一
節l出の円
育品 L と

有

線

放

送

を

架

設

加

積

地

区

全

農

先
般
来
着
手
せ
ら
れ
て
い
た

加
積
地
区
の
有
線
放
送
は
、
去

る
六
月
末
加
積
地
区
山
訳
家
全
世

帯
に
架
設
が
完
了
し、

地
区
民

に
よ
ろ
こ
ば
れ
て
い
る
が
、
こ

家

れ
で
市
内
の
有
線
放
送
架
設
地

区
は、

松
ム
沼
、
片
貝
、
上
野
方

下
野
方

、
天
神

、
四
布
施

と

加
績
を
加
え
七
地
区
と
な
っ

た
。

魚津 市友 道

中部印刷株式会社

2
.水
稲
の
品
種
比
較
試
験

1
水
稲
の
紋
植
密
度
試
験

ι四
瓜
の
川
町
準
栽
培
展
示

1
里
芋
の
施
肥
試
験

ふ
里
芋
の
品
種
比
較
試
験

工
里
芋
の
栽
植
段
式
試
験

。ι
葱
の
施
肌
試
験

Q

ハト

マ
ト
の
試
験
放
的

m甘
藷
の
微
量
要
素
試
験

日
コ

ン
ニ
ャ
ク
の
見
木
展
示

ロ
果
樹
の
苗
木
育
成

農
業
指
導
所
及
び
農
業
改
良

普
及
事
務
所
魚
津
出
張
所
に

次
の
通
り
電
話
を
設
置
し
ま

し
た
か
ら
利
用
し
て
下
さ
い

電
話
は
魚
津
九
九
四
番

恥
筒

(写
真
は
指
導
所
の
試
験
風
景
)

市

出

漁

団

員

北
海
道
根
拠
地
船
に
つ
い
て

前
号
で
、
母
船
式
鮭
鱒
漁
業

に
つ

い
て
述
べ
ま
し
た
が
、
北

海
道
、
花
咲
港
、
釧
路
港
を
根

拠
と
す
る
、

鮭
鱒
流
網
漁
船
に

つ
い
て
は
、
千
島
列
島
沖
は、

プ
ル
ガ
ニ
ン

・
ラ
イ
ン
に
依
り

操
業
出
来
ず
、
ソ
聯
に
牟
摘
さ

れ
る
船
が
続
出
し、

今
後
の
漁

に
憂
慮
さ
れ
る
も
の
が
あ
り
ま

し
た
が
、

其
の
後
、
鱒
群
が
比

較
的
接
岸
し
た
の
で
、
思
っ

た

よ
り
好
漁
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。団
員
の
乗
船
々
名
及
び
代
表

者
、
団
員
数
は、

次
の
通
り
。

「

JFU

。
花
咲
港
根
拠
漁
船

八
珠
の
浦
丸
、
小
路
幸
作
外
六

名
。
三
北
進
丸
、
四
十
万
一男外

六
名
。

一
O
有
機
丸
、
美
谷
鉄

雄
外
三
名
。
欣
興
丸
、
中
島
久

雄
外
四
名
。
一

O
珠
の
浦
丸
、

大
西
佐
吉
外
四
名
。
三
敬
福
丸

北
島
育
造
外
三
名
。

北
辰
丸、

改
岸
清
外
一
名
。
ニ
北
進
丸
、

海
原
重
松
外
二
名。

一
二
松
栄

丸
、
猟
沢
定
義
外
七
名
。

一
O

宝
吉
丸
、
吉
村
駒
次
郎
外

一
名

新

設

道

路

竣

功

西

部

中

学

裏

通

り

線

西
部
中
学
校
裏
通
り
線
は
、

高
橋
病
院
横
か
ら
愛
育
園
ま
で

昭
和
二
十
八
年
度
に
施
行
済
で

あ
り
ま
し
た
が
、

今
度
そ
の
先

で
あ
る
市
道
木
江

t
大
光
寺
線

に
至
る
区
間
を
施
行
し
た
も
の

で
あ
り
ま
す
。

こ
の
道
路
は
、
通
学
、
通
園

上
最
も
必
要
と
せ
ら
れ
た
路
線

で
、
か
ね
て
か
ら
こ
の
道
路
の

四、

少
年
の
補
導

各
学
校
は
夏
中
休
暇
と
な
り

生
徒
は
い
わ
ゆ
る
開
放
的
と
な

る
の
で
、
仲
よ
し
ク
ラ
プ
、
児

輩
ク
ラ
プ
等
の
育
成
に
努
め
る

と
共
に
間
違
っ
た
道
へ
そ
れ
な

い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

尚
大
人
の
立
会
が
な
い
花
火
と

か
、
空
気
銃
、
小
刀
の
よ
う
な

危
険
な
も
の
を
持
た
せ
な
い
よ

う
に
注
意
し
て
、
夏
中
休
暇
を

無
事
に
過
ご
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

魚
津
市
防
犯
協
会

魚

津
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知
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女
の

一
人
歩
き
や
、
挑
発
的
な
服
装
は
さ
け
ま
し

ょ
う

でし、い と現を場絡行事犯 し 二 5. 4. 
。よ協場つ所等 事 の 等 て盆防、よ 事て街 ょせ 少う
酒尚う力派けやしの 主 のは 跨j 盆う故外路うな年。
をこにし遺る 附、 内1m犯 、り 踊。の灯や。いに
呑れ響 、普 と近指容者罪傷等 り なを 道 よみ
むら 成事察共に示 等は予害納 等 い つ路 うだ
事のに故官にはをを、 防 、涼納 よけ 等 にら
や行-当のや 、充 受 !駐日 の暴諸涼 う、は 注 な
、事 つ発防主分 け 在時た行行 行 に明、 意行
的のて生犯側!な、所、め、事事 しる つ し動
防J場 下し組者照 開へ 場 、風に の まくと ま を
者所さ な合は明似連 所行俗対 予 しし め しみ

にて結水て山 予ににO対女は し溺 す 子危三 の
11落環果温湧腹先想理恵人象 、、魚 引用 て死る供険 、iI:l
詐境 上十出 の づさ娘まのと山片津 Jゴ~ I下 事 こば 区制入
は々ー し岩盤れ的れ計 し女貝市 木目 |さはとか域死は
は申 で皮ての富 まなた画て分川東 心、 |い ののり へ予机
九分あ、い問なす水こで、校上政 白hl。ななのの防み
Oが り水るか水口道のあ給、流地 口リ I ¥，、し、水立 ま
米な、質冷 らVJ] と水る水!協の区 首王 | よよ 浴入 し
もい人はい濠 、 な道が人坂東簡 月ミ | うう 、禁 よ
あ。旦検水々 そ るは、口を殺Jj-)古来| にに 水止 う
るそ li

l
高査でとれ 事 、地六給 、水 )t的 | 注 し遊と

のれれの、しも が誠形四水山道 簡 | 意 、びか

あ、で然道か好むで区水消調にで日
り良あを施ら条 と、域本火節 多ヲ
まいれ生設 、件云管の管設を配水 --.1;
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肢
体
障
害
児
童
に
温
泉
療
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七
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二

十

日
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中

病
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十 中日 は補れ食世割身行食円 のレ 、等長行中郡六日 場 。福望
時七 食用無装る費;1背引障)は( 他ク 温のの事 病山日か所 祉さ
二月 品料具。雑のさ手一食 リ 浴劉診院中間ら 事 れ
十二 。修費児れ|限日費 エ療作断 伺]・)ニ 務る
四十 理旅童るを三雑 l 法 、 、 十 所方
分日 、 費に。有合費シ 修治 五 へは

農
業
の
総
合
指
溝
施
設
と

し

ま

す

。

て
農
業
生
産
の
飛
躍
的
増
強
を
一

ハロ
農
業
気
象
観
測
の
実
施

図
る
べ
く
、
断
定
的
に
、
旧
下
一

気
象
に
よ
る
制
約
を
最
も
多

野
方
小
学
校
に
置
い
て
発
足
し

一

く

受
け
る
農
作
物
の
生
産
を

た
、
農
業
指
導
所
は
、
農
業
技
一
安
定
さ
せ
る
た
め
、

気
象
観

術
指
導
の
中
心
施
設
と
し
て
、
一
測
を
行
い
、
肥
培
管
理
指
導

次
第
に
盤
備
し
つ
L

あ
り
ま
す

一

の
資
料
と
し
て

い
ま
す
。

が
、
何
分
に
も
当
初
の
こ
と
で

一
伺
病
害
出
発
生
予
察
の
実
施

あ
り
、
充
分
に
其
の
機
能
を
発
一
稲
の
重
要
病
害
虫
で
あ
る
、

揮
す
る
に
至
っ
て
い
ま
せ
ん
が

一

い
も
ち
病
、
二
化
螺
虫
等
を

最
近
の
状
況
を
お
知
せ
す
る
と

一
対
象
と
と
し
て
、

特
定
の
調

付
従
来
市
役
所
農
林
課
に
あ
っ

一

査

観
察
を
行
い
、

適
正
な
防

た
、
農
業
改
良
普
及
事
務
所
一
除
を
実
施
す
る
た
め
の
情
報

魚
津
出
張
所
は
、

農
業
指
導
一

を
提
供
し
て
ま
す
。

所
内
に
移
転
し、

事
業
に
対
一

同
ポ
ッ

ト
試
験

し
技
術
的
に
援
助
を
行
い
、
磁
製
二
万
分
一
ポ
ッ
ト
及
び

こ
れ
が
推
進
に
協
力

し

て

い

ガ

ラ

ス

製

六

万
分
一
ポ
ッ

ト
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市

出

身

戦

没

者

追

悼

法

要

厳

修

魚
津
市
並
び
に
市
越
族
会
の

一名
、
壮
厳
の
裡
に
式
典
は
進
め

共
催
で
七
月
三
日
午
前
十
時
か

一
ら
れ、

午
前
十
一

時
半
よ
り
富

ら
村
木
町
照
善
寺
に
お
い
て
、

一
山
東
別
院
愉
番
殿
の
法
話
を
相

県
知
事
外
多
数
来
筑
間
席
の
下

一聴
し、

中
食
後
余
興
と
し
て
、

に
、
当
市
出
身
戦
没
の
英
護
士
官
一
東
京
三
門
会

一
行
の
浪
曲
四
席

千
百
五
拾
八
柱
の
追
悼
法
要
が
一
を
ゆ
っ
く
り
楽
し
み、

午
後
四

厳
修
せ
ら
れ
ま
し
た
。

一
時
半
盛
会

裡
に
終
了

し
ま
し

出
府
さ
れ
た
泣
族
は
約
壱
千
一

た
。



(2) 
問

出
来
過
ぎ
と
出
来
不
足
の

限
界
、
並
び
に
中
晩
稲
の
胞

肥
に

つ
い
て
の
な
見
を
き
L

P

-

、。

主
し

答
ハ
門
出
来
、
不
出
来
の
限
界

有
効
介
襲
、
穂
の
出
来
る
分

譲
は
品
種
の
早
晩
で
で
も
ち
が

い
ま
す
が
、
普
通
田
楠
後
一
ヶ

月
で
出
来
ま
す
。
今
か
ぞ
え
て

も
、
確
実
に
穂
の
出
る
も
の
、

葉
三
枚
以
上
あ
る
も
の
が
坪
当

り
穂
重
型
で
一

0
0
0
木

穂
数
型
で
一
一
一

O
O本

あ
れ
ば
適
当
で
坪
六

O
株
あ
れ

ば
一
株
当
り
一
七
本
i
二
十
本

あ
れ
ば
結
構
な
の
で
。
最
高
介

護
は
、
こ
れ
に
無
効
二
割
を
加

え
た
穂
重
型
二
ニ

O
O
本
i
穂

数
型
一
五

O
O本
を
上
ま
わ
れ

ば
、
出
来
す
ぎ
と
い
う
事
に
な

り
ま
す
。

こ
の
出
来
す
ぎ
に
は
、
対
策

が
あ
り
ま
せ
ん
し
、
窒
素
に
め

あ
ふ
燐
般
加
里
で
は
事
は
お
さ

ま
り
ま
せ
ん
。
黒
く
、
軟
い
の

に
出
穂
時
の
不
良
天
候
に
も
あ

い
ま
す
と
、
そ
れ
こ
そ
殆
ん
ど

シ
ヒ
ナ
に
な
る
で
し
ょ
う
。

早
速
適
期
の
二
四

D
撒
布
を

や
っ
て
、

茎
を
剛
く
す
る
様
、

の
び
す
ぎ
な
い
様
、
極
力
倒
伏

を
予
防
す
る
手
段
を
講
ず
べ
き

(昭和問月13日)
第三種郵便物認可/報広市津魚昭和31年 7月15日発行

で
あ
り
ま
す
。

。
稲
の
仇
に
は
、

M
H
く
同
を
つ

む
つ
で
あ
る
き
ま
し
ょ
う
。

稲
の
思
い
の
は
、
ア
ム

モ
ニ

ヤ
の
吸
わ
れ
た
色
で
、
あ
の
腕

く
、
そ
し
て
誌
の
た
れ
下
が
っ

て
い
る
の
は
、

山県
の
制
胞
の
一

つ
一
つ
が
原
形
質
の
水
の
分
量

が
多
す
ぎ
る
所
謂
水
ぶ
く
れ
に

な
っ
て
い
る
現
象
で
秋
い
し
、

弓
な
り
に
山
り
ま
す
。
こ

の
ア

ン
モ
ニ
ヤ
を
イ
モ
チ
闘
が
ネ
ラ

っ
て
お
る
所
で
、
若
し
生
憎
の

不
良
天
候
(
気
瓶
二
四
|
二
五

準
備
体
操
は
必
ず
し
よ
う

水
に
親
し
む
明
と
な
り
、
市

内
の
海
水
浴
場
も
近
く
開
設
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

(

蟹
江
浜
、
漁
港
裏
、
青
島
、
経

〉

-
田
)
最
近
と
く
に
水
難
者
が
多

間

一
い
の
で
、
水
難
か
ら
子
供
を
守

邦
一

る
た
め
、
各
学
校
、
家
庭
も
御

行
v

一
注
意
願
い
ま
す
。

。
水
泳
の
時
間
と
水
温

水
制
は
二
十
一
度
ぐ
ら
い

の

低
い
時
候
に
は
、

午
前
九
時
か

ら
午
後
四
時
ま
で
で
、
日
中
で

も
差
支
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、

真

夏
の
日
中
は
な
る
べ
く
避
け
た

方
が
良
く
、
朝
夕
の
涼
し
い
と

き
を
選
ぶ
こ
と
で
す
。

。
準
備
体
操
な
ど
充
分
お
こ
な

わ
ず
飛
び
込
む
と
、
頭
痛
、
め

ま
い
を
起
し
、

健
康
を
害
す
る

こ
と
が
あ
り
ま

す
か
ら
、
ま
ず

準
備
運
動
を
し

て
顔
首
、
胸
な

ど
を
水
に
ぬ
ら

し、

足
か
ら
静

か
に
入
り
ま
す

O
虚
弱
者
、
児

童
、
病
人
等
は

泳
が
な
い
で
日

光
浴
、
陸
上
で

の
遊
び
を
主
と

す
べ
き
で
、
普

通
健
康
状
態
の

者
で
も
、
底
が
変
色
し
な
い
う

ち
に
中
止
す
る
こ
と
が
大
切
で

す。。
飲
食
直
後
や
疲
労
の
時
、
汗

が
出
た
り
、

来、
い
時
の
水
泳
は

胃
の
消
化
を
妨
げ
吐
気
を
も
よ

お
し
、
心
臓
麻
碑
、
脳
溢
血
な

ど
起
す
原
凶
と
な
り
ま
す
か
ら

入
水
前
に
よ
く
身
体
を
休
ま
せ

ま
す
。
ま
た
空
腹
の
と
き
は
、

少
々
食
事
を
し
て
、
休
養
の
後

で
泳
ぐ
よ
う
に
し
ま
す
。

。
水
泳
ま
た
は
日
光
浴
は
皮
脂

に
刺
'
搬
を
与
え
、
新
陳
代
謝
を

倒
れ
ま
す
。
量
は
硫
安
で
二
〆

匁
迄
、
加
盟
を
二
割
位
ま
ぜ
て

用
い
ま
す
。
く
れ

L
¥も
天
気

予
報
を
よ
く
き
い
て
や
る
。
雨

模
肢
が
続
く
械
な
ら
や
ら
な
い

ゃ
っ

た
事
に
よ
っ
て
粒
数
が

増
し、

稔
突
が
よ
く
な
っ
て
収

量
が
増
す
。
新
開
拓
等
で
恒
必

要
な
場
合
で
は
、
出
穂
十
三
日

前
か
ら
、
出
穏
期
に
か
け
て
尿

素
梨
面
撒
布
も
よ
い
で
し
ょ
う

水
一
斗
に

つ
い
て
尿
素
四

O
匁

位
で
す
。

同
管
理
や
病
虫
害
防
除

一
週
に
二
日
程
宛
干
し
て
根

に
呼
吸
を
さ
せ
る
。
根
は
呼
吸

の
エ
ネ
ル

ギ
ー
で
肥
料
吸
収
を

す
る
。
土
用
の
三
十
度
以
上
の

高
温
に
な
る
と
、
稲
も
弱
り
ま

す
か
ら
、
出
来
れ
ば
冷
水
を
場

-

入
し
て
、
水
温
を
下
げ
ま
す
。

そ
し
て
根
腐
れ
を
さ
け
、
秋
落

ち
を
防
ぎ
ま
す
口
回
干
し、

通

風
に
よ
っ
て
夜
の
温
度
を
下
げ

る
。
概
し
て
水
は
温
り
に
く
く

冷
え
に
く
い
、
一

度
温
ま
っ
た

ら
夜
も
さ
め
な
い
。
夜
の
高
温

で
、
昆
造
っ
た
栄
養
分
を
夜
の

過
大
呼
吸
等
で
無
用
消
費
が
大

に
な
り
ま
す
。

叉
イ
モ
チ
は
早
期
発
見
と
セ

レ
サ
ン
撒
布
で
防
ぎ
ま
し
ょ
う

蔭
回
、
ど
て
下
等
、
空
気
が
湿

る
か
ら
イ
モ
チ
が
出
日仰
い。

ツ

マ
グ
ロ
ヨ
コ
パ
エ
に
は
マ
ラ
ソ

ン
剤
を
ま
き
ま
し
ょ
う
。

六
月
二
十
六
日
か
ら
|
|
七
月
十
日
ま
で

六
月
二
十
七
日
(
水
)

市
議
会
総
務
委
員
会
開
催

全
二
十
八
日
(
木
)

市
議
会
水
道
委
員
会
開
他

市
選
挙
管
理
委
員
会
開
催

全

二
十
九
日

(
金
〉

定
例
市
議
会
開
催

市
選
挙
管
理
委
員
会
開
催

全

三

十
日
(
土
)

市
選
挙
管
理
委
員
会
開
催

七
月
三
日
(
火
)

定
例
市
教
育
委
員
会
開
催

市
合
同
慰
霊
祭
執
行

盛
ん
に
し
、
感
冒
や
い
ろ
い
ろ

な
病
気
の
予
防
と
な
り
ま
す
が

あ
ま
り
長
く
水
に
つ
か
り
過
ぎ

る
と
感
冒
に
か
か
り
、
直
射
日

光
を
練
体
の
ま
ま
長
時
間
受
け

る
と
日
射
病
、
め
ま
い
の
原
因

に
な
り
ま
す
。

。
水
泳
中
最
も
か
か
り
ゃ
す
い

の
は
耳
の
病
気
で
す
。
耳
部
に

刺
す
よ
う
な
終
痛
を
覚
え
、
発

熱
し
て
耳
部
を
圧
迫
し
て
も
拝
、

痛
に
大
差
の
な
い
と
き
は
、
中

耳
炎
で
す
か
ら
、
医
師
の
治
療

を
う
け
る
こ
と
で
す
。
水
滴
が

残
り
、
気
持
の
悪
い
の
は
、
耳

垢
が
水
分
を
吸
収
し
て
い
る
か

ら
で
、
オ
キ
シ
フ
ル
、
霊
山
田
水

で
耳
垢
を
溶
か
し
除
去
す
る
こ

と
で
す
。

。
日
光
の
刺
激、

あ
る
い
は
悪

質
の
水
の
た
め
、
急
性
結
膜
炎

に
な
る
事
が
あ
り
ま
す
。
朝
起

き
て
目
脂
が
で
る
よ
う
で
し
た

-

ら
棚
酸
水
で
洗
眼
す
る
こ
と
、

は
げ
し
い
と
き
は
、

医
師
の
治

療
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

な
お
予
防
法
と
し
て
、
入
水

後
必
ず
清
水
で
洗
眼
す
る
こ
と

を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

全
五
日
(
木
)

定
例
農
業
委
員
会
開
催

市
選
挙
管
理
委
員
会
開
催

全
七
日
(
土
)

市
議
会
厚
生
委
員
会
開
催

全
八
日
(
日
)

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
執
行

全
九
日
(
月
)

総
合
グ
ラ

ン
ド
建
設
協
議
会

開
催

全
十
日
(
火
)

商
業
統
計
調
査
打
合
会
開
催

消
防
分
団
長
会
議
開
催

線
路
上
の
災
難
を
な
く
し
よ
う

H
列
車
妨
害
防
止
運
動
実
施
H

。
線
路
に
石
を
置
い
た
も
の

二

O
件

。
線
路
通
行
で
列
車
を
停
め
た

四

O
件

も
の

。
列
車
に
石
を
投
げ
た
も
の
六
件

〈〉
客
車
の
，ブ

レ
ー
キ
l

に
悪
戯

三
件

人
命
救
助
で
警
察
本

部
長
か
ら
感
謝
状

珠
算
能
力
検
定

級

四

名

・

級
二
ハ
名
か
合
格

魚
津
市
科
畠
四
O
一一
、
仲
苗

-一

六
月
二
十
四
日
、
西
部
中
学

ヨ
シ
エ
(
三
九
才
)
さ
ん
は
、

一
ー
一校
に
於
て
、
日
本
商
工
会
議
所

昭
和
三
十
一
年
五
月
十
四
日
午

一

後
四
時
頃
、
魚
津
市
科
白
問
、
政

一魚
津
商
工
会
議
所
共
催
に
よ
る

ニ
明
美
ち
ゃ
ん
(
五
才
)
が
白

一第
二
十
七
回
珠
算
能
力
検
定
試

宅
附
近
で
遊
戯
中
、
誤
っ
て
宮

一験
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
次
の
よ

川
に
転
落
し
、
で
き
死
し
よ
う

一う
な
合
格
者
が
あ
り
ま
し
た
。

と
し
た
と
き
、

着
衣
の
ま
L

で

一

飛
込
み
、
こ
れ
を
救
助
し
た
奇

一

特
の
行
為
で
、
こ
の
度
白
岩
県

一

瞥
察
本
部
長
か
ら
、
感
謝
状
と

記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

ロu
z
コnH

一
、
一
級
合
格
者
(
受
検
者
四

四
名
中
四
名
)

土
肥
陸
子
、
潟
田
章
吉
、
中
野

豊
三
、
栃
沢
良
雄

6月人口動態
男女計

35 25 60 
9 18 27 

33件
4件

46.082人
9.000 

二
、
二
級
合
格
者
(
受
検
者

一

五
四
名
中
一
六
名
)

魚
津
関
係
次
の
通
り

山
岡
弘
子
、
膳
亀
和
子
、
竹
森

康
子
、
盛
本
明
美
、
魚
住
勉
、

山
崎
紘
子
、
吉
野
あ
い
子
、
亀

井
英
美
子

出生

死亡

婚姻

肉\~~寄
人口

世帯

三
、
三
級
合
格
者
(
受
検
者
二

六
二
名
中
二
一

O
名
)

氏
名
を
省
略
致
し
ま
す
。

ω線
路
へ
の
立
ち
入
り
ゃ
遊
び

は
や
め
ま
し
ょ
う
。

仰
線
路
内
の
歩
行
は
全
く
危
険

で
す
。

「
急
が
ば
廻
れ
」
安

全
な
公
道
を
選
び
ま
し
ょ
う

ω踏
切
り
は
一

旦
止
っ

て
左
右

を
よ
く
み
て
。

(
国
鉄
魚
津
駅
よ
り
)

市
人
口
四
六
、

O
八
こ
の
う
ち
一
万
人
の
人
が

毎
日
光
一
個
づ
っ
市
内
で
買
う
と
す
れ
ば

10.000個x2.70銭=27.000円

27.000円x365日=

1年に9.885.000円

が市の収入になります。

l式市再で
買いえしょク…

Eヨ

ヒズl個で
~JIJ60支

@ 開

率百一小選挙投ロ貝iP部川市i乙主台
市1乙参

舘
へ
御
申
込
み
下
さ
い

(
婦
女
子
歓
迎
)

詳
細
は
七
月
二
十
四
日

(
火
)
夜
七
時
よ
り
市

立
図
書
館
で
打
合
会
を

開
き
ま
す
。

(
魚
津
図
書
館
内
)

魚
津
市
体
育
協
会
山
岳
部

立
山
三
山
め
ぐ
り

キ

ャ

ン

プ

を

楽

し

む

会

V
体
育
協
会
山
岳
の
催
し
企

市
体
協
山
岳
部
で
は
、
恒
例

の
夏
季
立
山
登
行
会
を
次
の
と

お
り
行
い
ま
す
。
ふ
る
っ
て
御

参
加
下
さ
い
。

期
日
七
月
二
十
七
日
(
金
)

二
十
八
日
(
土
)
二
十

九
日
(
日
)
二
泊
三
日

七
月
二
十
七
日
朝
六
時

二
十
分
迄
に
電
鉄
魚
津

駅
前
に
集
合
、
同
六
時

四
十
三
分
上
り
に
乗
車

出
発

行
程第
一
日
電
鉄
魚
津
(
電
車
)

ー
千
芳
ケ
原
(
ケ
1
プ
ル
)

|
美
女
平
(
パ
ス

)l
弘
法

|
追
分
|
天
狗
平
|
室
堂

平
(
キ

ャ
ン

プ
)

第
二
日
室
堂
平
|
浄
土
山

|
一
ノ
越
l
雄
山
l
真
砂

岳
l
別
山
l
別
山
乗
越
|

雷
鳥
沢

(
キ
ャ
ン
プ
)

第
三
日

雷
鳥
沢
l
地
獄
谷

ー
天
狗
平
l
一
ノ
谷
l
追

分
|
弘
法
|
施
見
l
称
名

(
パ
ス

)l
千
寿
ケ
原
(
電

車
〉

l
電
鉄
魚
津

費
用
約
一

、
ニ

O
O円

申
込

参
加
希
望
者
は
七
月
二

十
二
日
迄
に
市
立
図
書

国
鉄
で
は
「
列
車
の
安
全
と

尊
い
人
命
」
を
守
る
た
め
、
設
一

備
の
改
善
ゃ
、
事
故
の
防
止
に
一

O
線
路
の
継
目
銅
線
盗
み

つ
と
め
て
い
ま
す
が
、

遂

年

妨

一

八

件

害
事
故
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

一
〈〉
踏

切

事

故

六

八

件

昨
年
の
富
山
県
の
列
車
妨
害

一
と
な
っ
て
い
ま
す
。

事
故
は
一
四
八
件
に
も
の
ぼ
り
一
農
繁
期
や
夏
休
み
に
か
け
て

一
悪
戯
に
よ
る
、

妨
害
事
故
が
非

一
常
に
多
い
の
で
す
。

一
ち
ょ
っ
と
の
悪
戯
で
も
、
列

一
車
の
脱
線
や
、
て
ん
破
事
故
の

一
も
と
に
な
り
、
莫
大
な
損
害
と

一
尊
い
命
を
失
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。

|吋
投 3EPJ5 く 数

地 区 男リ
男 女

~t 荷主 9.177 2.987 75.62% 

下 中 I!己 1.26] 4.66 540 1.006 79.78 

上 中 島 1.093 406 375 781 71 .45 

1去 ~ιへ-1、 1.486 54.7 496 1.043 70.:19 

上 野 方 830・ 314 269 583 70.24. 

下 里子 方 ] .999 678 817 1.495 74.79 

片 J同-
'ノ口}、、 1.345 4，91 478 969 72.04， 

カ日 積 1.350 532' 533 1.065 78.89 

道 下 3.633 1.355 1.427 2.782 76.58 

経 田 2.647 770 984， 1.754 66.26 

天 判1 768 279 179 458 59.64. 

四 :(Fi 1j包 1.339 390 290 680 50.78 

26.928 9.215 10.341 72.62 
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(
母
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去
に
よ
る
香
志
)

慶
弔
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出
生
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場
伊
郎
長
男

勲

七

月

八

日

升

田

岩

崎

健

正

五

男

勝

六

月

二

十
六
日

新
下
猟
師
町

浜
岡
泰
雄

長
女
淑
子
七
月
二
日

死

t
の
部

大
海
寺
新

佐
竹
孝
成

下
村
木
町

脇
坂
賢
治

神
明
町
経
沢
き
よ

七
月
六
日

七
月
六
日

七
月
九
日


